
取付説明書サポートレール2型・3型

E104

E104_201607M

●本製品は、公園など公共施設敷地内通路の歩行補助を目的にP種相当の強度を備えた歩行補助用手すりです。 

●本製品は転落防止柵ではありません。断崖地など路外が危険な場所には設置しないでください。 

●建物内の階段手すり・ベランダ手すりとしては使用しないでください。 

●ボルト,ネジは弊社純正品の規定本数を確実に締付け、固定してください。 

●製品の改造は絶対にしないでください。 

●製品の表面に付着したモルタルやコンクリートなどは、速やかに拭き取ってください。 

●水抜き穴がG.L.以下にならないように注意して施工してください。 

●製品の施工には、危険を伴う場合がありますので、必ず専門の工事業者による施工をお願いします。 

●正しく施工，組付けをするために、施工前に必ず取付説明書をお読みください。 

●製品の施工については、必ず取付説明書にしたがってください。 

●2段ビームの施工で、上段・下段共にφ34ビームを取付けることはできません。 

●2段ビームの施工で、上段にφ34ビーム、下段にφ42ビームを取付けることはできません。 

●壁付仕様で壁に取付けるM12×35六角孔付ボタンボルト、M12平座金、M12バネ座金は、現場で手配してください。 

●このたびは、当社製品をお買いあげいただきましてまことにありがとうございます。 
●この取付説明書に示した表示記号の内容は、製品を安全に正しく施工していただき、施主様等の危害や損害を未
然に防止するためのものです。 

　表示記号の内容を良く理解したうえで、本書の内容（指示）にしたがってください。 
●この取付説明書では、次のような記号を使用しています。 

●取扱いを誤った場合に、使用者が死亡または重傷を負うおそれのある内容を示しています。 

●取扱いを誤った場合に、使用者が中・軽傷を負うおそれのある内容、または物的損害の
おそれがある内容を示しています。 

●説明の内容で知っておくと便利なことを示しています。 

●取付手順で、特に注意して作業をしていただきたいことを示しています。 
●守っていただかないと組付けができない内容、または製品全体に後々不具合が発生する
おそれのある内容を示しています。 

●取付説明の内容全体（個々の説明枠）にかかる注意事項を示しています。 
●取付説明の内容に制限がある場合の条件を示しています。 

－1－ 

＜施工の前に＞ 
警 告  

＜施工上のご注意＞ 
注 意  

注 意  

警 告  

注 意  

※ 

ポイント 

補 足  

安全に関する記号 記号の意味 

一般情報に関する記号 
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●基礎部の埋込み深さは製品ごとに決めていますが、現場によって（堅牢な地盤、軟弱な地盤など）基礎部のコンクリート

の量（体積）を十分配慮してください。

●寒冷地で凍上するおそれのある地域で使用する場合は、凍上線の下まで基礎を設けてください。

●コンクリート（またはモルタル）には、塩分を含む砂（海砂）および塩素系や強アルカリ系のコンクリート用混和剤（凍結

防止剤、凝固促進剤、急結剤など）は使用しないでください。

　使用するとアルミなどの金属が腐食する原因になります。

　必要な場合は、非塩素系や非アルカリ系の混和剤をご使用ください。

●製品の表面に付着したモルタルやコンクリートなどは速やかに拭き取ってください。

●埋込柱内部にモルタルやコンクリートなどが入ったり、水が溜まらないようにしてください。柱内部の異常腐食や柱の

凍結破損の原因になります。

＜基礎工事について＞
注意

【4】端部ビームセット

■梱包明細表
【1】柱セット

【2】センター柱セット

【3】ビームセット

【5】ブラケットセット

ビーム 11

員　数

1
φ42(2000ピッチ) φ42(1500ピッチ) φ34(1500ピッチ)

略　　図名　　称

員　数
略　　図名　　称

端部ビームSタイプ

φ42 φ34

端部ビームRタイプ

注意シール

端部ビーム壁向(右)
端部ビーム壁向(左)
支柱エンド・Uエンド用ビーム

ー
1

ー
ー
ー

1

端部S

1
ー

ー
ー
ー

1

端部R

1
ー
ー

ー
ー

1

壁向(右)

ー
ー

ー
1
ー

1

壁向(左)

ー
ー

1
ー
ー

1

端部柱・Uエンド用

ー
1

ー
ー
ー

1

端部S

1
ー

ー
ー
ー

1

端部R

ー
ー

ー
ー
1

1

壁向(右)

ー
ー

ー
1
ー

1

壁向(左)

ー
ー

1
ー
ー

1

端部柱・Uエンド用

略　　図名　　称

トップビーム1段 柱 ーーー

員　数

1
フロントビーム1段 柱 ※ ーー1ー
トップビーム2段 柱 ※ ー1ーー
フロントビーム2段 柱 ※ 1ーーー

211ー
211ー
211ー

フロント2段トップ2段フロント1段トップ1段

略　　図名　　称

フロントビーム1段 センター柱 ーー1

員　数

トップビーム2段 センター柱 ー1ー
フロントビーム2段 センター柱 1ーー

フロント2段トップ2段フロント1段

【1-1】M12×35六角孔付ボタンボルト ※
【1-2】M12平座金 ※
【1-3】M12バネ座金 ※
※仮組みして梱包しています。

員　数

略　　図名　　称

φ42ビームブラケット ※ 1

トップビーム
ブラケット
セット

フロントビーム
ブラケット
セット

フロントビーム
ブラケット
セットDK用

フロントビーム
ブラケット
セット壁付用

フロントビーム
ブラケット
セット壁付用

フロントビーム
ブラケット
セット

センター柱用

フロントビーム
ブラケット
セット

センター柱用

フロントビーム
ブラケット
セット

φ42 φ34

1 1 1 2 ー ー ー
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【7】コーナー柱セット

【5】ブラケットセット（つづき）

【6】端部ブラケットセット

φ42ビームカバー

φ34ビームカバー

員　数

略　　図名　　称

φ34ビームブラケット ※

フロントブラケット
（φ48.6専用） ※

ー

ー

フロントブラケット
（壁付・DK用） ※

ー

ビームインナー ※

1
2
3
ー
ー
ー

1
2
3
ー
ー
ー

1
2
3
ー
ー
ー

1
2
3
ー
ー
ー

2
4
6
2
2
2

2
4
6
2
2
2

1
2
3
ー
ー
ー

1
2
3
ー
ー
ー

トップビーム
ブラケット
セット

フロントビーム
ブラケット
セット

フロントビーム
ブラケット
セットDK用

フロントビーム
ブラケット
セット壁付用

フロントビーム
ブラケット
セット壁付用

フロントビーム
ブラケット
セット

センター柱用

フロントビーム
ブラケット
セット

センター柱用

フロントビーム
ブラケット
セット

φ42 φ34

ー

1

ー

ー

ー

1

ー

ー

1

ー

ー

2

1

1

ー

1

ー

1

2

ー

2

ブラケット台座φ60.5用 ー ー ー ー 2 ー ー 2
1 1 1 1 2 1 1 2

1 1 1 1 2 ー ー ー

ー ー ー ー ー 1 1 2

※仮組みして梱包しています。

員　数

略　　図名　　称

φ42ビームブラケット ※

φ34ビームブラケット ※

1

ー

ー

ー

1
2
3
ー
ー
ー

取付説明書 ー

1
2
3
ー
ー
ー

1
2
3
ー
ー
ー

1
2
3
ー
ー
ー

2
4
6
2
2
2

2
4
6
2
2
2

1
2
3
ー
ー
ー

1

1 1 1 1 1 1 11

2
3
ー
ー
ー

端部トップ
ビームブラケット
セット

端部フロント
ビームブラケット
セット

端部フロント
ビームブラケット
セットDK用

端部フロント
ビームブラケット
セット壁付用

端部フロント
ビームブラケット
セット壁付用

端部フロント
ビームブラケット
セット

センター柱用

端部フロント
ビームブラケット
セット

センター柱用

端部フロント
ビームブラケット
セット

φ42 φ34

1

ー

1

ー

1

ー

ー

1

1

ー

ー

1

2

ー

ー

2

1

1

ー

1

ー

1

2

ー ー ー

ー

2

ブラケット台座φ60.5用 ー ー ー ー 2 ー ー 2

フロントブラケット
（φ48.6専用） ※
フロントブラケット
（壁付・DK用） ※

員　数
略　　図

トップ1段 トップ2段名　　称

トップビーム1段コーナー柱
トップビーム2段コーナー柱 ※

1 ー
ー 1

※仮組みして梱包しています。

【5-2】M8×25六角孔付ボタンボルト ※
2 2 2 2 4 42 2【5-1】φ4×12サラタッピンネジ2種

【5-3】M8×20六角孔付ボタンボルト ※
【5-4】M8バネ座金 ※
【5-5】M12×45六角孔付ボタンボルト
【5-6】M12平座金
【5-7】M12バネ座金

【6-1】M8×25六角孔付ボタンボルト ※
【6-2】M8×20六角孔付ボタンボルト ※
【6-3】M8バネ座金 ※
【6-4】M12×45六角孔付ボタンボルト
【6-5】M12平座金
【6-6】M12バネ座金

ー 1
ー 1
ー 1

【7-1】M12×35六角孔付ボタンボルト ※
【7-2】M12平座金 ※
【7-3】M12バネ座金 ※
※仮組みして梱包しています。
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■（つづき）
【8】センターコーナー柱セット

【9】傾斜柱セット

【10】コーナービームセット

【11】三次元コーナー継手セット

【12】三次元コーナー柱ブラケットセット、センター傾斜・コーナー柱ブラケットセット

員　数略　　図名　　称
トップビーム2段センターコーナー柱 1(トップ2段)

【9-1】M12×35六角穴付ボタンボルト　※

【9-3】M12バネ座金　※

員　数
略　　図名　　称

【9-2】M12平座金　※

トップビーム1段 傾斜柱 1 ー ー
トップビーム2段 傾斜柱　※ ー 1 ー
トップビーム2段 センター傾斜柱 ー ー 1

ー 1 ー
ー 1 ー
ー 1 ー

トップ1段 トップ2段 センタートップ2段

【11-2】M6×25六角穴付ボタンボルト
【11-3】M8バネ座金

【11-5】M8平座金

員　数
略　　図

φ42 φ34
名　　称

コーナーブラケット下

1 1

1 1

4ー
【11-1】M8×30六角穴付ボタンボルト 15

15

4ー

コーナーブラケット上

【11-4】M6バネ座金 4ー

名　　称 略　図

員  数
φ34

φ42三次元コーナーブラケット上 ※ ーーー12

φ42

11

フロントビーム用
センター傾斜・
コーナー柱
ブラケットセット

フロントビーム用
三次元コーナー
柱ブラケットセット
（壁付け用）

フロントビーム用
三次元コーナー
柱ブラケットセット

フロントビーム用
三次元コーナー
柱ブラケットセット
（壁付け用）

フロントビーム用
センター傾斜・
コーナー柱
ブラケットセット

フロントビーム用
三次元コーナー
柱ブラケットセット

トップビーム用
三次元コーナー
柱ブラケットセット

φ42三次元コーナーブラケット下 ※ ーーー1211

φ34三次元コーナーブラケット上 ※ 121ーーーー

φ34三次元コーナーブラケット下 ※ 121ーーーー

φ42コーナー柱
フロントブラケット ※

ーーーーー1ー

コーナービーム 11

員　数

1
φ42(2000ピッチ) φ42(1500ピッチ) φ34(1500ピッチ)

略　　図名　　称

※仮組みして梱包しています。

1211211
ーーー4844

φ34コーナー柱
フロントブラケット ※

ーー1ーーーー

φ42コーナー柱
フロントブラケット壁付け用 ※

ーーー12ーー

φ34コーナー柱
フロントブラケット壁付け用 ※

12ーーーーー

ブラケット台座φ60.5用 ー2ーー2ーー
【12-1】M8×45六角穴付ボタンボルト
【12-2】M8×30六角穴付ボタンボルト
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【12】三次元コーナー柱ブラケットセット、センター傾斜・コーナー柱ブラケットセット（つづき）

【13】コーナー柱ブラケットセット

【14】傾斜柱ブラケットセット
※仮組みして梱包しています。

※仮組みして梱包しています。

員　数
略　　図名　　称

コーナー柱フロントブラケットA ※

コーナー柱フロントブラケットB ※

コーナー柱ブラケット上

コーナー柱ブラケット下

【13-1】M8×45六角穴付ボタンボルト
【13-2】M8×35六角穴付ボタンボルト
【13-3】M8×30六角穴付ボタンボルト

【13-5】M6×25六角穴付ボタンボルト
【13-6】M8バネ座金 ※

【13-4】M8×20六角穴付ボタンボルト ※

【13-7】M6バネ座金

【13-9】M8平座金

ー

ー

1

1

1
ー
4

ー
5

ー

ー

ー

ー

ー
ー【13-8】M8平座金 ※

1

1

1

1

1
ー

ー

ー

4

ー
7

2

ー

ー
2

名　　称 略　図

員  数
φ34φ42

フロントビーム用
センター傾斜・
コーナー柱
ブラケットセット

フロントビーム用
三次元コーナー
柱ブラケットセット
（壁付け用）

フロントビーム用
三次元コーナー
柱ブラケットセット

フロントビーム用
三次元コーナー
柱ブラケットセット
（壁付け用）

フロントビーム用
センター傾斜・
コーナー柱
ブラケットセット

フロントビーム用
三次元コーナー
柱ブラケットセット

トップビーム用
三次元コーナー
柱ブラケットセット

コーナー柱フロントブラケット壁付け用

ブラケット台座φ60.5用

1

1

1

1

ー

ー

ー

1
ー

4
3

2

4

4
2

2

ー

2

2

2

2

2

ー
8

ー
14

4

ー

ー
4

2

ー

2

2

ー

2

2

2
ー

8
6

4

8

8
ー ー ー2 2
ー ー ー2 2
ー ー ー2 2

トップビーム用 φ42フロントビーム用 φ34フロントビーム用φ42フロントビーム用センター φ34フロントビーム用センター

4

【13-10】M12×45六角穴付ボタンボルト
【13-11】M12バネ座金
【13-12】M12平座金

員　数
略　　図名　　称

傾斜フロントブラケット

φ42 φ34

傾斜ブラケットA ※

傾斜ブラケットB ※

【14-1】M8×35六角穴付ボタンボルト ※
【14-2】M8×30六角穴付ボタンボルト
【14-3】M6×25六角穴付ボタンボルト

－

1

1

1
4
ー

1

1

1

1
4
ー

2

2

2

2
8
ー

1

1

1

1
ー
4

トップビーム用 フロントビーム用 フロントビーム用センター フロントビーム用 フロントビーム用センター

2

2

2

2
ー
8

12151055
484ーーーー
484ーーーー
ー2ーー2ーー
ー2ーー2ーー

484ーーーー
ー2ーー2ーー

【12-9】M8平座金

【12-3】M8バネ座金
【12-4】M6×25六角穴付ボタンボルト
【12-5】M6バネ座金
【12-6】M12×45六角穴付ボタンボルト
【12-7】M12バネ座金
【12-8】M12平座金

【14-4】M8バネ座金 ※ 5 5 10 1 2



－6－
E104_201009I

■（つづき）

【15】2・3型支柱エンド用ブラケットセット

【16】縦Uエンドブラケットセット

【14】傾斜柱ブラケットセット（つづき）

名　　称 略　図

員  数
φ34φ42

フロント
ビーム用左

フロント
ビーム用右

フロントビーム用
センター

フロント
ビーム用左

フロント
ビーム用右

フロントビーム用
センター

1

ー
2

ー
ー
ー

ー

ー
2

ー
ー
ー

ー

ー
4

2
2
2

1

2
ー

ー
ー
ー

ー

2
ー

ー
ー
ー

ー

4
ー

2
2
2

支柱エンド用ブラケット右 ※

ー 1 ー ー 1 ー支柱エンド用ブラケット左 ※

ー ー 1 ー ー 1
支柱エンド用
ブラケットセンター ※

2 2 4 ー ー ー【15-1】M8×30六角穴付ボタンボルト
【15-2】M6×25六角穴付ボタンボルト
【15-3】M8バネ座金

ー ー ー 2 2 4【15-4】M6バネ座金
【15-5】M12×45六角穴付ボタンボルト
【15-6】M12バネ座金
【15-7】M12平座金

ー ー ー 2 2 4【15-8】M8平座金
1ー 1 1 1 1 1取付説明書

名　　称 略　図

員  数
φ42-φ34φ42-φ42

フロント
ビーム用左

フロント
ビーム用右

フロントビーム用
センター

フロント
ビーム用左

フロント
ビーム用右

フロントビーム用
センター

1

ー
4

ー
ー
ー

ー

ー
4

ー
ー
ー

ー

ー
8

4
4
4

2
2

ー
ー
ー

2
2

ー
ー
ー

4
4

ー ー ー 2 2 4
4
4
4

1 ー ー縦Uエンドブラケット右 ※

ー 1 ー ー 1 ー縦Uエンドブラケット左 ※

ー ー 1 ー ー 1縦Uエンドブラケットセンター ※

4 4 8 2 2 4【16-1】M8×30六角穴付ボタンボルト
【16-2】M6×25六角穴付ボタンボルト
【16-3】M8バネ座金
【16-4】M6バネ座金
【16-5】M12×45六角穴付ボタンボルト
【16-6】M12バネ座金
【16-7】M12平座金

※仮組みして梱包しています。

※仮組みして梱包しています。

【14-5】M6バネ座金
【14-6】M8平座金
【14-7】M12×45六角穴付ボタンボルト
【14-8】M12平座金

【14-10】M8平座金

ー
1
ー
ー

ー
ー

ー
1
ー
ー

ー
ー

ー
1
2
2

ー
2

4
1
ー
ー

4
ー

8
1
2
2

8
2【14-9】M12バネ座金

※仮組みして梱包しています。

員　数
略　　図名　　称 φ42 φ34

トップビーム用 フロントビーム用 フロントビーム用センター フロントビーム用 フロントビーム用センター

ー ー ー 2 2 4【16-8】M8平座金
1ー 1 1 1 1 1取付説明書
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ビーム長さ
1990

柱芯々寸法
2000

φ48.6

154

柱

φ42ビーム

φ42ビーム

200 200

6
5
0 8
5
0

 G.L. G.L.  G.L.

ビーム長さ

柱芯々寸法

φ48.6

154

柱

φ42ビーム

φ34ビーム

200

1500

1490200

 G.L. G.L. G.L.

6
5
0 8
5
0

柱

ビーム長さ

柱芯々寸法

φ48.6

6
5
0 8
5
0

2000

200 200 1990

φ42ビーム

φ42ビーム

G.L. G.L. G.L. G.L. G.L.

154

柱

柱芯々寸法

ビーム長さ

φ42ビーム

200 1990

8
0
0

2000

200

φ48.6

 G.L.  G.L. G.L.

φ42ビーム

ビーム長さ
1990

柱芯々寸法
2000

φ48.6

154

柱 8
0
0

200 200

 G.L. G.L.  G.L. G.L.

図1-6  2型・3型 端部Ｓ 図1-7  2型・3型 端部Ｒ

図1-9  2型・3型 端部Ｒ図1-8  2型・3型 端部Ｓ

図1-10  2型・3型 端部Ｓ 図1-11  2型・3型 端部Ｒ 図1-12  2型・3型 支柱エンド左

図1-2  2型・3型 端部Ｒ図1-1  2型・3型 端部Ｓ

図1-4  2型・3型 端部Ｒ図1-3  2型・3型 端部Ｓ

図1-13  2型・3型 縦Uエンド左

図1-5  2型・3型 支柱エンド左

25

200

25

（2）上段ビームφ42、下段ビームφ34

1-4 サポートレール2型・3型　フロントビーム2段

（1）上段ビームφ42、下段ビームφ42

1-1 サポートレール2型・3型　トップビーム1段

1-2 サポートレール2型・3型　フロントビーム1段

1. 基本寸法および各部名称

（1）上段ビームφ42、下段ビームφ42

1-3 サポートレール2型・3型　トップビーム2段
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ビーム長さ

柱芯々寸法

φ48.6

φ42ビーム

φ34ビーム

柱

1500

1490
200 200

8
5
0

6
5
0

G.L. G.L. G.L. G.L. G.L.

154

ビーム長さ

φ42ビーム
2000

200200 1011990

ビーム長さ
101

φ42ビーム

φ34ビーム
1500

1490200 200

ビーム長さ

柱芯々寸法

センター柱

φ42ビーム

1990 231

2000

φ60.5 8
0
0

167200 200

G.L. G.L. G.L. G.L.

センター柱

φ42ビーム

φ42ビーム

8
5
0

6
5
0

2000

200

φ60.5

1990 231200
167

柱芯々寸法

ビーム長さ

 G.L.  G.L.  G.L.

図1-14  2型・3型 端部Ｓ 図1-15  2型・3型 端部Ｒ 図1-16  2型・3型 支柱エンド左 図1-17  2型・3型 縦Uエンド左

図1-18  2型・3型 端部Ｓ 図1-19  2型・3型 端部Ｒ

図1-21  2型・3型 端部Ｓ 図1-22  2型・3型 端部Ｒ

図1-25  2型・3型 端部Ｒ

図1-20  2型・3型 壁向き左

図1-23  2型・3型 壁向き左

図1-26  2型・3型 支柱エンド左図1-24  2型・3型 端部Ｓ

図1-28  2型・3型 端部Ｒ図1-27  2型・3型 端部Ｓ

200

25

25

200

200

1. （つづき）

1-8 サポートレール2型・3型　センター柱フロントビーム2段

（1）上段ビームφ42、下段ビームφ42

（2）上段ビームφ42、下段ビームφ34

1-5 サポートレール2型・3型　壁付けフロントビーム1段

1-6 サポートレール2型・3型　壁付けフロントビーム2段

1-7 サポートレール2型・3型　センター柱フロントビーム1段

1-4 サポートレール2型・3型　フロントビーム2段（つづき）
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φ60.5

231
167

センター柱

φ42ビーム

φ42ビーム

8
5
0

6
5
0

2000

200 1990200

柱芯々寸法

ビーム長さ

G.L. G.L. G.L. G.L.  G.L.

φ60.5

231
167

240

センター柱

φ42ビーム

φ34ビーム

8
5
0

6
5
0

1500

200 1490200

柱芯々寸法

ビーム長さ

G.L. G.L. G.L. G.L.  G.L.

φ60.5

240
167

センター柱

φ34ビーム

φ42ビーム

200200 1490

1500

6
5
0 8
5
0

柱芯々寸法

ビーム長さ

 G.L.  G.L.  G.L.

傾斜柱

φ42ビーム
傾斜柱
ブラケット

傾斜柱ブラケット

G.L

ビーム

三次元(二次元)
コーナー柱ブラケット

三次元(二次元)
コーナー柱ブラケット

コーナー柱
柱

ビーム

三次元
コーナー継手

G.L
柱芯
々寸
法

20
00
〔1
50
0〕

20
00〔
15
00
〕

柱芯
々寸
法

G.L.
20
00〔
15
00
〕

柱芯
々寸
法

（1）三次元コーナー継手 （2）三次元(二次元)コーナー柱ブラケット （3）傾斜柱ブラケット

図1-32  2型・3型 端部Ｒ図1-31  2型・3型 端部Ｓ

図1-35  2型・3型 端部Ｓ 図1-36  2型・3型 端部Ｒ

図1-33  2型・3型 支柱エンド左

図1-37  2型・3型 支柱エンド左

図1-34  2型・3型 縦Uエンド左

図1-38  2型・3型 縦Uエンド左

図1-29  2型・3型 端部Ｓ 図1-30  2型・3型 端部Ｒ

25

25

200

200

●柱芯々の基本寸法は、下段φ42ビーム仕様は2000mm、下段φ34ビーム仕様は1500mmです。
●柱芯々寸法を基本寸法にするために、ビームの切り詰めが必要な場合があります。

補足

※〔　〕は下段φ34ビーム仕様の場合です。

1-10 三次元コーナー継手、三次元コーナー柱ブラケット、傾斜柱ブラケット

1-9 サポートレール2型・3型　センター柱フロントビーム2段

（1）上段ビームφ42、下段ビームφ42

（2）上段ビームφ42、下段ビームφ34

（2）上段ビームφ42、下段ビームφ34
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2-3 傾斜地の施工

●柱ピッチは、2000mm以内で施工してください。この時、柱埋込み寸法は200mmにしてください。
●φ34ビームを取付ける場合は、柱ピッチ1500mm以内で施工してください。P種相当の強度が確保できなくなります。

注意

※〔　〕は下段φ34ビーム仕様の場合です。

※〔　〕は下段φ34ビーム仕様の場合です。

2-4 階段地の施工

2-1 独立基礎の施工

2-2 連続基礎の施工

2. 基礎と柱の加工
※三次元コーナー継手、三次元コーナー柱ブラケットを取り付ける場合は、部品を仮止めしてから基礎を固めてください。

●基礎は、長期地耐力度100KN／㎡時
の参考寸法です。

●柱の埋入時には、水抜き穴を塞がないよ
うに施工してください。溜まった水の凍
結による破裂や柱の腐食などにつながり、
柱が強度不足になるおそれがあります。
●コンクリート深さは200mm以上にしてください。

注意

●柱ピッチは、2000mm以内で施工して
ください。この時、柱埋込み寸法は
200mmにしてください。(※1) (※2) 
また、ビーム2段下段φ34ビームの場
合は、柱ピッチ1500mm以内で施工し
てください。（※3）P種相当の強度が
確保できなくなります。

注意

補足

●柱の埋入時には、水抜き穴を塞がないよ
うに施工してください。溜まった水の凍
結による破裂や柱の腐食などにつながり、
柱が強度不足になるおそれがあります。

注意

20
00〔
15
00
〕

柱芯
々寸
法

φ8水抜き穴

柱

200（※1）
G.
L.

0°～35° 図2-1　上り傾斜側に
　　　　　水抜き穴がある場合

図2-2　下り傾斜側に
　　　　　水抜き穴がある場合

G.
L.

G.L.
φ8水抜き穴 φ8水抜き穴

柱柱

200
0（※
1）〔
150
0〕（
※3
）

柱芯
々寸
法

100以上
G.L. 200（※2）

柱

G1
φ48.6
φ60.5

柱径 G2
300
400

300
400

G2
G1

4
0
0

4
0
0

栗石

水抜き穴
柱

2
0
0

2
0
0
以
上

柱
水抜き穴
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（1）各ビーム、各端部ビーム、各コーナービームの連結側の切詰め

（2）各コーナービームのコーナー側の切詰め

3. 柱の調整幅

4. ビームの加工

●端部・穴加工部は、バリなどがでないように加工してください。バリが出た場合はヤスリ、サンドペーパー等でバリを
除去してください。バリを残すと、ケガをするおそれがあります。

注意

●サポートレール2型の場合、ビームスリーブには、φ5の下穴をあけないでください。
●サポートレール3型の場合、ビームには、φ5の下穴をあけないでください。

注意

●ビーム押えは、ビームから抜取ると作業が容易になります。
●サポートレール3型の場合は、ビーム材はありません。（※2）

注意

①柱の調整が必要な場合は、図のように柱芯から±12mm（※1）の範囲内で調整してください。

①ビームを必要な長さに切詰めてください。
②ビーム押えは、図のように加工してください。この時、切断面から58mmあくようにビーム押えを切断し、さらに
50mmの位置にφ5の穴加工を行なってください。

①ビームを必要な長さに切詰めてください。
②ビーム押えは、図のように加工してください。この時、φ5（※1）の穴がある側を切断し、さらに50mmの位置に
φ5の穴加工をしてください。
③ビームはビーム切断面から15mmの位置にφ11の穴加工をし、さらに35mmの位置にφ11の穴加工を行なってください。

※ビームの加工が必要な場合の作業です。

±12mm（※1）

ビーム押え

ビームスリーブビーム材

ビーム押え取付ネジ
（φ4×25ナベドリルネジ）

ビーム押え

ビーム押え取付ネジ
（φ4×25ナベドリルネジ）

ビーム
（※2）

サポートレール2型 サポートレール3型

φ5

ビーム押え

ビーム材
ビーム（※2）

50 58

φ5

切断面

ビーム
（※2）

ビーム押え

ビームスリーブビーム材

ビーム押え取付ネジ
（φ4×25ナベドリルネジ）

ビーム押え

ビーム押え取付ネジ
（φ4×25ナベドリルネジ）

サポートレール2型 サポートレール3型

ビーム押え

ビーム材
ビーム（※2）

φ11φ5（※1）

切断面50 35 15
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5-1 トップビーム

5. ビームの取付け

（2）ビームの端部を取付ける場合

（1）ビームの連結部を取付ける場合

※センター柱の場合の取付け手順も同様です。

※図はサポートレール2型φ42端部ビームRを示します。その他の各端部ビーム・各コーナービームの
　取付け手順も同様です。

※図はサポートレール2型φ42ビームを示します。サポートレール3型φ42ビームの取付け手順も同様です。

①φ42ビームブラケットを柱に【5-2】、【5-4】
で取付けてください。

②ビームインナーをφ42ビームに差込んで
ください。
③φ42ビームカバーをφ42ビームに差込ん
で、【5-1】で固定してください。
④もう一方のビームの先端が、φ42ビーム
カバーに4mm（※1）入った位置で、φ42
ビームをφ42ビームブラケットに【5-3】、
【5-4】で取付けてください。

①φ42ビームブラケットを柱に【6-1】、【6-3】
で取付けてください。
②φ42端部ビームRをφ42ビームブラケット
に【6-2】、【6-3】で取付けてください。

φ42端部ビームR

φ42ビームブラケット

【6-1】M8×25六角孔付ボタンボルト

【6-3】
  M8バネ座金

柱

【6-2】M8×20六角孔付ボタンボルト

【6-3】M8バネ座金

φ42ビームブラケット

【5-2】M8×25六角孔付ボタンボルト

【5-4】M8バネ座金

柱

【5-3】M8×20六角孔付ボタンボルト

【5-4】
  M8バネ座金

ビームインナー

φ42ビームカバー
【5-1】φ4×12サラタッピンネジ2種

φ42ビーム

10

4 φ42ビーム

φ42ビームカバー

図5-1　ビームカバー取付図

（※1）
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5-2 フロントビーム

（2）ビームの端部を取付ける場合
※図はサポートレール2型φ42端部ビームRを示します。その他の各端部ビーム・各コーナービームの
　取付け手順も同様です。

（1）ビームの連結部を取付ける場合
※図はサポートレール2型φ42ビームを示します。その他のビームの取付け手順も同様です。

①フロントブラケット（φ48.6専用）を柱に【1-1】、
【1-2】、【1-3】で取付けてください。
②φ42ビームブラケットをフロントブラケ
ット（φ48.6専用）に【5-2】、【5-4】で取
付けてください。
③ビームインナーをφ42ビームに差込んで
ください。
④φ42ビームカバーをφ42ビームに差込ん
で、【5-1】で固定してください。
⑤もう一方のφ42ビームの先端が、φ42ビ
ームカバーに4mm（※1）入った位置でφ
42ビームをφ42ビームブラケットに【5-3】、
【5-4】で取付けてください。

①フロントブラケット（φ48.6専用）を柱に【1-1】、
【1-2】、【1-3】で取付けてください。
②φ42ビームブラケットをフロントブラケッ
ト（φ48.6専用）に【6-1】、【6-3】で取付け
てください。

③42端部ビームRをφ42ビームブラケット
に【6-2】、【6-3】で取付けてください。

柱

フロントブラケット（φ48.6専用）

φ42ビームブラケット

【6-3】M8バネ座金

【6-3】M8バネ座金

φ42端部ビームR

【6-2】
  M8×20六角孔付ボタンボルト

【6-1】
  M8×25六角孔付ボタンボルト

【1-1】M12×35六角孔付ボタンボルト

【1-2】M12平座金

【1-3】M12バネ座金

φ42ビームカバー

【5-1】
  φ4×12サラタッピンネジ2種

φ42ビーム

フロントブラケット（φ48.6専用）

φ42ビームブラケット
【5-4】M8バネ座金

【5-3】
  M8×20六角孔付ボタンボルト

【5-4】M8バネ座金
柱

【5-2】
  M8×25六角孔付ボタンボルト

【1-1】M12×35六角孔付ボタンボルト

【1-2】M12平座金

【1-3】M12バネ座金

10
φ42ビームカバー

図5-2　ビームカバー取付図

ビームインナー

φ42ビーム4
（※1）
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5. （つづき）

縦Uエンドブラケット左

縦Uエンドブラケット右

【1-1】M12×35六角穴付ボタンボルト

【1-2】M12平座金
【1-3】M12バネ座金

【16-1】
 M8×30六角穴付ボタンボルト(※2)

【16-3】M8バネ座金

柱

φ42支柱エンド・Uエンド用ビーム

支柱エンド用
ブラケット左

支柱エンド用ブラケット右

柱

【1-1】M12×35六角穴付ボタンボルト

【1-2】M12平座金

【1-3】M12バネ座金

【15-3】M8バネ座金

φ42支柱エンド・Uエンド用ビーム

【15-1】
 M8×30六角穴付ボタンボルト(※2)

M8×35六角穴付ボタンボルト(※1)

M8×35
六角穴付ボタンボルト(※1)

(※1)

(※1)

(※3)

（3）支柱エンド用ブラケットを取付ける場合
※図は、φ42支柱エンド・縦Uエンド用ビームを示します。φ34支柱エンド・縦Uエンド用ビームの取付け手順も同様です。
※角度調整する前に、仮止めしているM8×35六角穴付ボタンボルト(※1)を緩めてください。

（4）縦Uエンドブラケットを取付ける場合
※図は、φ42支柱エンド・縦Uエンド用ビームを示します。φ34支柱エンド・縦Uエンド用ビームの取付け手順も同様です。
※角度調整する前に、仮止めしているM8×35六角穴付ボタンボルト(※1)を緩めてください。

●φ34支柱エンドブラケットを取付ける
際は、【15-2】、【15-4】、【15-8】で取付け
てください。（※2）

補足

①支柱エンド用ブラケットを、【1-1】、【1-
2】、【1-3】で取付けてください。

②支柱エンド用ブラケット右(支柱エンド用
ブラケット左)を、φ42支柱エンド・Uエ
ンド用ビームに【15-1】、【15-3】で取付
けてください。

③仮組みされている、M8×35六角穴付ボ
タンボルト(※1)を固定してください。

●φ34支柱エンドブラケットを取付ける
際は、【16-2】、【16-4】、【16-8】で取付け
てください。（※2）

補足

①Uエンドブラケットを、【1-1】、【1-2】、
【1-3】で取付けてください。

②Uエンドブラケット右(Uエンドブラケット
左)を、φ42支柱エンド・Uエンド用ビー
ムに【16-1】、【16-3】で取付けてください。

③仮組みされている、M8×35六角穴付ボ
タンボルト(※1)を固定してください。

●角度調整時、端部(※3)の位置を合わせ
てください。

ポイント



フロントブラケット（壁付・DK用）

φ42ビームブラケット

【6-3】M8バネ座金

【6-3】M8バネ座金

φ42端部ビームR

【6-1】
  M8×25六角孔付ボタンボルト

【6-2】
  M8×20六角孔付ボタンボルト

壁付けアンカー（※5）
（M12グリップアンカー）

フロントブラケット取付ボルト（※2） 
（M12×35六角孔付ボタンボルト）

フロントブラケット取付平座金（※4）
（M12平座金）

フロントブラケット取付バネ座金（※3）
（M12バネ座金）

【5-1】
  φ4×12サラタッピンネジ2種

φ42ビーム

フロントブラケット（壁付・DK用）

【5-2】
  M8×25六角孔付ボタンボルト

φ42ビームブラケット
【5-4】M8バネ座金

【5-3】
  M8×20六角孔付ボタンボルト

【5-4】M8バネ座金
壁付けアンカー（※5）
（M12グリップアンカー）

フロントブラケット取付ボルト（※2）
（M12×35六角孔付ボタンボルト）

フロントブラケット取付平座金（※4）
（M12平座金）

フロントブラケット取付バネ座金（※3）
（M12バネ座金）

10
φ42ビームカバー

図5-3　ビームカバー取付図（※1）

φ42ビームカバー
ビームインナー

φ42ビーム4
（※1）
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5. （つづき）

5-3 壁付けフロントビーム

（2）ビームの端部を取付ける場合
※図はサポートレール2型φ42端部ビームRを示します。その他の各端部ビーム・各コーナービームの
　取付け手順も同様です。

（1）ビームの連結部を取付ける場合
※図はサポートレール2型φ42ビームを示します。その他のビームの取付け手順も同様です。

①フロントブラケット（壁付・DK用）を壁
面に現場手配の「壁付けアンカー」（※5）、
「フロントブラケット取付ボルト」（※2）、
「フロントブラケット取付平座金」（※4）、
「フロントブラケット取付バネ座金」（※3）
で、取付けてください。
②φ42ビームブラケットをフロントブラケ
ット（壁付・DK用）に【5-2】、【5-4】で
取付けてください。
③ビームインナーをφ42ビームに差込んで
ください。
④φ42ビームカバーをφ42ビームに差込ん
で、【5-1】で固定してください。
⑤もう一方のφ42ビームの先端が、φ42ビ
ームカバーに4mm（※1）入った位置でφ
42ビームをφ42ビームブラケットに【5-3】、
【5-4】で取付けてください。

①フロントブラケット（壁付・DK用）を壁
面に現場手配の「壁付けアンカー」（※5）、
「フロントブラケット取付ボルト」（※2）、
「フロントブラケット取付平座金」（※4）、
「フロントブラケット取付バネ座金」（※3）
で、取付けてください。
②φ42ビームブラケットをフロントブラケ
ット（壁付・DK用）に【6-1】、【6-3】で
取付けてください。
③φ42端部ビームRをφ42ビームブラケッ
トに【6-2】、【6-3】で取付けてください。



【5-1】
  φ4×12サラタッピンネジ2種

10
φ42ビームカバー

図5-4　ビームカバー取付図

φ42ビームカバー
ビームインナー

φ42ビーム4
（※1）

フロントブラケット（壁付・DK用）

φ42ビームブラケット

【5-4】M8バネ座金

【5-4】M8バネ座金
柱

【5-7】M12バネ座金

【5-6】M12平座金

φ42ビーム

【5-2】
  M8×25六角孔付
  ボタンボルト

【5-3】
  M8×20六角孔付ボタンボルト

柱

フロントブラケット
（壁付・DK用）

【5-5】
  M12×45六角孔付
  ボタンボルト

【5-6】M12平座金

【5-7】M12バネ座金

【5-5】M12×45六角孔付ボタンボルト

【6-5】M12平座金

【6-6】M12バネ座金

【6-4】M12×45六角孔付ボタンボルト

【6-1】
  M8×25六角孔付
  ボタンボルト

φ42端部ビームR

（※2）

フロントブラケット（壁付・DK用）

φ42ビームブラケット

【6-3】M8バネ座金

【6-3】M8バネ座金

【6-2】
  M8×20六角孔付ボタンボルト

ブラケット台座φ60.5用

【6-6】M12バネ座金

【6-5】M12平座金
フロントブラケット
（壁付・DK用）

【6-4】
  M12×45六角孔付
  ボタンボルト

ブラケット台座φ60.5用
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5. （つづき）

5-4 センター柱フロントビーム

（2）ビームの端部を取付ける場合
※図はサポートレール2型φ42端部ビームRを示します。その他の各端部ビーム・各コーナービームの
　取付け手順も同様です。

（1）ビームの連結部を取付ける場合
※図はサポートレール2型φ42ビームを示します。その他のビームの取付け手順も同様です。

①フロントブラケット（壁付・DK用）とブラケッ
ト台座φ60.5用を柱に【5-5】、【5-6】、【5-7】
で取付けてください。
②φ42ビームブラケットをフロントブラケット
に【5-2】、【5-4】で取付けてください。
③ビームインナーをφ42ビームに差込んでく
ださい。
④φ42ビームカバーをφ42ビームに差込んで、
【5-1】で固定してください。もう一方の
φ42ビームの先端が、φ42ビームカバー
に4mm（※1）入った位置でφ42ビームを
φ42ビームブラケットに【5-3】、【5-4】
で取付けてください。

①フロントブラケット（壁付・DK用）とブラケッ
ト台座φ60.5用を柱に【6-4】、【6-5】、【6-6】
で取付けてください。
②φ42ビームブラケットをフロントブラケット
に【6-1】、【6-3】で取付けてください。
③φ42端部ビームRをφ42ビームブラケット
に【6-2】、【6-3】で取付けてください。



縦Uエンド
ブラケット右

縦Uエンド
ブラケット右

【16-1】M8×30六角
 穴付ボタンボルト(※2)

【16-3】M8バネ座金

【16-5】M12×45六角穴付ボタンボルト

【16-7】M12平座金

【16-6】M12バネ座金

縦Uエンドブラケット左

支柱エンド用ブラケット左

φ42支柱エンド・Uエンド用ビーム

支柱エンド用
ブラケット右

φ42支柱エンド・Uエンド用ビーム

φ42支柱エンド・
Uエンド用ビーム

φ42支柱エンド・
Uエンド用ビーム

センター柱

M8×35 六角穴付ボタンボルト(※1)縦Uエンドブラケット左

支柱エンド用
ブラケット右

【15-5】M12×45六角穴付ボタンボルト

M8×35六角穴付ボタンボルト(※1)

【15-1】M8×30六角
 穴付ボタンボルト(※2)

【15-7】M12平座金

【15-6】M12バネ座金

【15-3】M8バネ座金

支柱エンド用
ブラケット左

センター柱

センター柱

(※1)

(※1)

(※3)
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（3）支柱エンド用ブラケットを取付ける場合
※図は、φ42支柱エンド・Uエンド用ビームを示します。φ34支柱エンド・Uエンド用ビームの取付け手順も同様です。
※角度調整する前に、仮止めしているM8×35六角穴付ボタンボルト(※1)を緩めてください。

（4）縦Uエンドブラケットを取付ける場合
※図は、φ42支柱エンド・Uエンド用ビームを示します。φ34支柱エンド・Uエンド用ビームの取付け手順も同様です。
※角度調整する前に、仮止めしているM8×35六角穴付ボタンボルト(※1)を緩めてください。

●φ34支柱エンドブラケットを取付ける
際は、【16-2】、【16-4】、【16-8】で取
付けてください。（※2）

補足

①Uエンドブラケットを、センター柱に【16-
5】、【16-6】、【16-7】で取付けてください。

②Uエンドブラケット右(Uエンドブラケット
左)を、φ42支柱エンド・Uエンド用ビー
ムに【16-1】、【16-3】で取付けてください。

③仮組みされている、M8×35六角穴付ボ
タンボルト(※1)を固定してください。

●φ34支柱エンドブラケットを取付ける
際は、【15-2】、【15-4】、【15-8】で取付け
てください。（※2）

補足

①支柱エンド用ブラケットを、センター柱に【15-
5】、【15-6】、【15-7】で取付けてください。

②支柱エンド用ブラケット右(支柱エンド用
ブラケット左)を、φ42支柱エンド・Uエ
ンド用ビームに【15-1】、【15-3】で取付
けてください。

③仮組みされている、M8×35六角穴付ボ
タンボルト(※1)を固定してください。

●角度調整時、端部(※3)の位置を合わせ
てください。

ポイント
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7. コーナービームの取付け範囲
※コーナー部分を切詰める場合の作業です。
※図は、サポートレール2型φ42コーナービームを示します。その他のコーナービーム、端部コーナービームの取付け範囲も同様です。

6. コーナービームと三次元コーナー継手の取付け
※図は、サポートレール2型φ42コーナービームを示します。その他の各コーナービームの取付け手順も同様です。

●コーナーブラケットの対応角度は、　平
面角度は、90°～225°、傾斜角度は、
0°～35°までです。

補足

●φ34コーナービームを取付ける際には、
【11-1】、【11-2】、【11-3】、【11-4】、【11-5】
で取付けてください。
　（※2）、（※3）、（※4）、（※5）

補足

●入隅の場合は、φ42コーナーブラケッ
ト下のくぼみ（※1）が通路側を向くよ
うに、出隅の場合は、外側を向くよう
に取付けてください。

①φ42三次元コーナー継手上セット、φ42
三次元コーナー継手下セットをφ42コー
ナービームに【11-1】、【11-3】で、取付け
てください。
②φ42コーナーブラケット上、φ42コーナ
ーブラケット下を【11-1】、【11-3】で、組
み付けてください。

注意

●コーナービームは、柱芯からコーナー
曲がり点まで200mm～520mmの範
囲内で取付けてください。（※1）P種
相当の強度が確保できなくなります。
●長さを切詰める場合は、バリなどが出
ないように加工してください。バリが
出た場合は、ヤスリ・サンドペーパー
等で切断部のバリを除去してください。
バリを残すとケガをするおそれがあり
ます。

注意
60140～460

200～520（※1）

コーナー曲がり点

【11-3】
  M8バネ座金（※5）

φ42三次元コーナー継手下セット

φ42コーナービーム

【11-3】M8バネ座金（※3）

φ42コーナービーム

φ42三次元コーナー継手上セット

【11-1】M8×30六角孔付ボタンボルト（※2）

【11-1】M8×30六角孔付ボタンボルト（※4）

（※1）

外
　
側

通
路
側
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9-1 コーナー柱フロントブラケットの取付け

9. フロントビーム用三次元コーナー柱ブラケットの取付け

※図は、φ42コーナー柱フロントブラケットを示します。φ34コーナー柱フロントブラケットの取付け手順も同様です。

（1）フロントビーム用三次元コーナー柱ブラケットセットの場合

①φ42コーナー柱フロントブラケットをコーナー柱に
M12×35六角穴付ボタンボルト（※1）、M12バネ座
金（※2）、M12平座金（※3）で取付けてください。こ
の時、フロントブラケットに仮止めしている調整ボルト
が緩んでいることを確認してください。(図9-1参照)

●M12×35六角穴付ボタンボルト（※1）、
M12バネ座金（※2）、M12平座金（※3）
は柱セットに仮組みされています。

補足

三次元コーナーブラケット下へ

三次元コーナーブラケット下

三次元コーナー
ブラケット上

φ42コーナービーム

（※1）【12-3】M8バネ座金
　　　（※3）

【12-1】M8×45六角穴付ボタンボルト

【12-3】M8バネ座金

④平面角度、傾斜角度を調整し、仮止めしてい
た【12-1】【12-2】【12-3】M6×35六角穴付ボ
タンボルト（※1）を固定してください。

●φ34コーナービームを取付ける際には、【12-4】
【12-5】【12-9】で取付けてください。（※2）（※3）

補足

①三次元コーナーブラケット上と三次元コーナーブラケット下
を【12-1】【12-3】でコーナー柱に仮止めしてください。

②三次元コーナーブラケット上をコーナービ
ームに【12-2】【12-3】で取付けてください。

③三次元コーナーブラケット下をコーナービ
ームに【12-2】【12-3】で取付けてください。

8. トップビーム用三次元コーナー柱ブラケットの取付け
※コーナー柱は部品等を仮止めしてから基礎を固めてください。
※図は、φ42コーナービームを示します。φ34コーナービームの取付け手順も同様です。
※三次元コーナーブラケットの上下はブラケットの表記をもとにして確認してください。(図8-1参照)

●三次元コーナー柱ブラケットの対応角度は、平面角度90°
～270°、傾斜角度は0°～35°です。

補足

コーナー柱

φ42コーナー柱
フロントブラケット

【12-2】M8×30六角穴付
             ボタンボルト（※2）

上の刻印

三次元コーナーブラケット上・下には、それぞれ上、下の刻印が入っています。

図8-1　三次元コーナーブラケット上・下の詳細図

三次元コーナーブラケット上三次元コーナーブラケット下

下の刻印

※1

※3

※2

コーナー柱
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9. （つづき）

（2）フロントビーム用センター傾斜・コーナー柱ブラケットセットの場合

①φ42コーナー柱フロントブラケット壁付け用、
ブラケット台座φ60.5用をセンター柱に【12-
6】【12-7】【12-8】で取付けてください。この
時、フロントブラケットに仮止めしている調
整ボルトが緩んでいることを確認してくださ
い。(図9-1参照)

三次元コーナーブラケット下へ

①φ42コーナー柱フロントブラケット壁付け
用を壁付けアンカー（※4）、M12×35六
角穴付ボタンボルト（※1）、M12バネ座金（※
2）、M12平座金（※3）で取付けてください。
この時、フロントブラケットに仮止めしてい
る調整ボルトが緩んでいることを確認してく
ださい。(図9-1参照)

●壁付けアンカー（※4）、M12×35六角
穴付ボタンボルト（※1）、M12バネ座
金（※2）、M12平座金（※3）は現場手
配してください。

補足

（3）フロントビーム用三次元コーナー柱ブラケットセット壁付け用の場合

三次元コーナーブラケット下へ

センター柱
φ42コーナー柱
フロントブラケット
壁付け用

φ42コーナー柱
フロントブラケット
壁付け用

ブラケット台座
φ60.5用

ブラケット台座
φ60.5用

φ42(φ34)コーナー柱
フロントブラケットA

図9-1　コーナー柱フロントブラケットの詳細図

コーナー柱フロントブラケットB

調整ボルト
（M8×20六角穴付ボタンボルト）

前後

φ42コーナー柱
フロントブラケットセット壁付け用

【12-8】M12平座金

【12-7】M12バネ座金

【12-8】M12平座金

【12-7】M12バネ座金

【12-6】M12×45六角穴付ボタンボルト

※3

※2

※4
※1

【12-6】M12×45六角穴付ボタンボルト
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φ42コーナー柱フロントブラケットAへ(図9-1参照)

9-2 三次元コーナーブラケット上・下の取付け
※図は、φ42コーナービームを示します。
※三次元コーナーブラケットの上下はブラケットの表記をもとにして確認してください。(図9-2参照)
※フロントビーム用三次元コーナー柱ブラケットセットの取付け手順も同様です。
※フロントビーム用センター傾斜・コーナー柱ブラケットセットの取付け手順も同様です。
※フロントビーム用三次元コーナー柱ブラケットセット（壁付け用）の取付け手順も同様です。

三次元コーナーブラケット下

φ42コーナービーム

（※7）
【12-3】M8バネ座金
　　　（※6）

【12-1】M8×45六角穴付ボタンボルト

【12-3】M8バネ座金

①三次元コーナーブラケット上と三次元コーナー
ブラケット下をφ42コーナー柱フロントブラケッ
トAに【12-1】【12-3】で仮止めしてください。 
(図9-1参照)

②三次元コーナーブラケット上をコーナービー
ムに【12-2】【12-3】で取付けてください。

③三次元コーナーブラケット下をコーナービー
ムに【12-2】【12-3】で取付けてください。

④φ42コーナー柱フロントブラケットAを
調整し、調整ボルトを固定してください。
 （図9-1参照）

●三次元コーナー柱ブラケットの対応角度
は、平面角度90°～270°、傾斜角度は0°
～35°です。

補足

⑤平面角度、傾斜角度を調整し、仮止めして
いた【12-1】【12-2】【12-3】M6×35六角穴
付ボタンボルト（※7）を固定してください。

●φ34コーナービームを取付ける際には、【12-4】
【12-5】【12-9】で取付けてください。（※5）（※6）

補足

三次元コーナーブラケット上

【12-2】M8×30六角穴付
               ボタンボルト（※5）

上の刻印

三次元コーナーブラケット上・下には、それぞれ上、下の刻印が入っています。

図9-2　三次元コーナーブラケット上・下の詳細図

三次元コーナーブラケット上三次元コーナーブラケット下

下の刻印
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溝部(※7)

溝部(※7)

突起(※6)

溝部(※7)

溝部(※7)

突起(※6)

図9-3

図9-4

9-3 三次元コーナーブラケット施工上の注意

●仮組みしてある三次元コーナーブラケ
ット上、三次元コーナーブラケット下
の仮組みを外して施工する場合は、突
起（※6）が溝部（※7）にはまる位置で
取付けてください。（図9-3、図9-4参照）

ポイント

9. （つづき）

（1）三次元コーナーブラケット上の仮組みを外した場合
 ※図はφ42.7用です。φ34用の場合も同様です。

（2）三次元コーナーブラケット下の仮組みを外した場合
 ※図はφ42.7用です。φ34用の場合も同様です。
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(A部) (A部)

すき間 すき間

図9-5

図9-6

●三次元コーナーブラケットを取付けるときには、A部にすき間ができないように取付けてください。 
（図9-5、図9-6参照）

注意
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●コーナー柱仕様の対応角度は、平面角度90°～180°です。
●φ34コーナー柱ブラケットを取付ける際は、【13-2】、【13-5】、【13-6】、【13-7】、【13-9】で取付けてください。(※1), (※2)

10-1 コーナー柱ブラケットをトップビームに取付ける場合
※図は、サポートレール2型φ42コーナー柱用ビームを示します。その他の各コーナー柱用ビームの取付け手順も同様です。

①φ42コーナー柱ブラケット上とコーナー柱ブラケット下を、φ42コーナー柱用ビームとコーナー柱に【13-1】、
【13-3】、【13-6】で取付けてください。

補足

10. コーナー柱ブラケット・傾斜柱ブラケットの取付け
※コーナー柱、傾斜柱は部品等を仮止めしてから基礎を固めてください。

●入隅の場合は、φ42コーナーブラケット下のくぼみ（※3）が通路側を向くように、出隅の場合は、外側を向くように
取付けてください。

ポイント

【13-6】M8バネ座金（※1）

【13-1】M8×45六角穴付ボタンボルト（※1）

φ42コーナー柱
ブラケット上

（※3）

φ42コーナー柱ブラケット下

コーナー柱

通
路
側

外
　
側

【13-6】M8バネ座金（※2）

【13-3】M8×30六角穴付ボタンボルト（※2）

φ42コーナー柱用ビーム
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●コーナー柱仕様の対応角度は、平面角度90°～180°です。
●φ34コーナー柱ブラケットを取付ける際は、【13-2】、【13-5】、【13-6】、【13-7】、【13-9】で取付けてください。(※1), (※2)

10-2 コーナー柱ブラケットをフロントビームに取付ける場合
※図は、サポートレール2型φ42コーナー柱用ビームを示します。その他の各コーナー柱用ビームの取付け手順も同様です。

①φ42コーナー柱フロントブラケットをコーナー柱に【7-1】、【7-2】、【7-3】で取付けてください。この時、フ
ロントブラケットに仮止めされている調整ボルトが緩んでいることを確認してください。
②φ42コーナー柱ブラケット上とφ42コーナー柱ブラケット下をφ42コーナー柱用ビームとφ42コーナー柱フロ
ントブラケットに【13-1】、【13-3】、【13-6】で、取付てください。

③φ42コーナー柱フロントブラケットAを前後に調整し、調整ボルトを固定してください。（図10-1参照）

補足

●入隅の場合は、φ42コーナー柱ブラケットセット下のくぼみ（※3）が通路側を向くように、出隅の場合は、外側を向くように取付けてください。
●下段φ42ビーム仕様の場合は、Lが2000mm以下、Wは2000mm以下、下段φ34ビーム仕様の場合は、Lが1500mm以下、Wは1500mm以下で施工してください。(図10-2, 図10-3参照)

ポイント

φ42コーナー柱
フロントブラケットA

コーナー柱

図10-1　コーナーフロントブラケットの詳細図

コーナー柱フロントブラケットB

調整ボルト
（M8×20六角穴付ボタンボルト）

前後
φ42コーナー柱フロントブラケットコーナー柱

外　側

通路側

【7-2】M12平座金
【7-3】M12バネ座金

(※3)

φ42コーナー柱用ビーム

【13-6】M8バネ座金(※2)

【13-3】M8×30六角穴付ボタンボルト(※2)

【13-6】M8バネ座金（※1）

φ42コーナー柱ブラケット上

【13-1】M8×45六角穴付ボタンボルト（※1）

φ42コーナー柱ブラケット下

【7-1】M12×35六角穴付ボタンボルト

φ42.7コーナー柱フロントブラケット

φ42.7コーナー柱フロントブラケット

φ42コーナー柱コーナーブラケット上

φ42.7コーナー柱コーナーブラケット上
φ42コーナー柱コーナーブラケット下

φ42.7コーナー柱コーナーブラケット下

コーナー柱

コーナー柱

柱

L W

柱φ42コーナービーム

φ42.7コーナービーム

図10-2　90°時出隅仕様 図10-3　90°時入隅仕様
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10-3 傾斜柱ブラケットをトップビームに取付ける場合
※図は、サポートレール2型φ42傾斜柱用ビームを示します。その他の各傾斜柱用ビームの取付け手順も同様です。
※センター傾斜柱用のトップビームの取付け手順も同様です。

10-4 傾斜柱ブラケットをフロントビームに取付ける場合
※図は、サポートレール2型φ42傾斜柱用ビームを示します。その他の各傾斜柱用ビームの取付け手順も同様です。

10. （つづき）

●傾斜柱仕様の対応角度は、傾斜角度0°
～35°です。
●φ34傾斜柱ブラケットを取付ける際は、
【14-3】、【14-5】、【14-10】で取付けてく
ださい。（※1）

補足

①φ42傾斜柱ブラケットAとφ42傾斜柱ブ
ラケットBを、φ42傾斜柱用ビームと傾
斜柱に【14-1】、【14-2】、【14-4】で取付け
てください。

②φ42傾斜柱ブラケットAとφ42傾斜柱ブ
ラケットBを、φ42傾斜柱用ビームとφ
42傾斜柱フロントブラケットに【14-2】、【14-
4】で取付けてください。

②この時、ガタつき防止のため、傾斜ブラケ
ットBと傾斜柱トップブラケットとの間に【14-
6】M8平座金を組込んでください。

●傾斜柱仕様の対応角度は、傾斜角度0°
～35°です。
●φ34傾斜柱ブラケットを取付ける際は、
【14-3】、【14-5】、【14-10】で取付けてく
ださい。（※1）

補足

①傾斜柱フロントブラケットを、傾斜柱に【9-
1】、【9-2】、【9-3】で取付けてください。

③この時、ガタつき防止のため、傾斜柱ブラ
ケットBと傾斜柱フロントブラケットとの
間に【14-6】を組込んでください。

φ42傾斜柱ブラケットA

φ42傾斜
柱用ビーム

傾斜柱

φ42傾斜柱ブラケットB

φ42傾斜柱用ビーム

【14-4】M8バネ座金（※1）

【14-6】M8平座金

【14-6】M8平座金

傾斜柱 φ42傾斜柱ブラケットA

【14-2】M8×30六角
  穴付ボタンボルト（※1）

【14-2】M8×30
  六角穴付ボタン
  ボルト（※1）

【14-4】M8バネ座金

【14-4】M8バネ座金（※1）

【14-1】M8×35六角穴付ボタンボルト

【14-4】M8バネ座金

【14-1】M8×35六角
  穴付ボタンボルト

φ42傾斜柱ブラケットB

φ42傾斜柱フロントブラケット

【9-1】M12×35六角穴付ボタンボルト

【9-2】M12平座金

【9-3】M12バネ座金
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●傾斜柱仕様の対応角度は、平面角度0°～35°です。
●φ34傾斜柱ブラケットを取付ける際は、【14-3】、【14-5】、【14-10】で取付けてください。(※1)

10-5 傾斜柱ブラケットをセンター傾斜柱フロントビームに取付ける場合
※図は、サポートレール2型φ42傾斜柱用ビームを示します。その他の傾斜柱用ビームの取付け手順も同様です。

①傾斜柱フロントブラケットを、センター傾斜柱に【14-7】、【14-8】、【14-9】で取付けてください。
②φ42傾斜柱ブラケットAとφ42傾斜柱ブラケットBを、傾斜柱用ビームとφ42傾斜柱フロントブラケットに【14-
1】、【14-2】、【14-4】で取付てください。

③この時、ガタつき防止のため、傾斜ブラケットBと傾斜柱フロントブラケットとの間に【14-6】を組込んでくださ
い。

補足

φ42傾斜柱ブラケットA

φ42傾斜柱ブラケットB

【14-4】M8バネ座金

φ42傾斜柱フロントブラケット

センター傾斜柱

【14-4】M8バネ座金（※1）

【14-2】M8×30六角穴付ボタンボルト（※1）

【14-9】M12バネ座金

【14-8】M12平座金

【14-7】M12×45六角穴付ボタンボルト

【14-9】M12バネ座金

【14-8】M12平座金

【14-7】M12×45六角
  穴付ボタンボルト

【14-6】M8平座金

【14-1】M8×35六角
  穴付ボタンボルト



図11-1　端部ビームS、端部ビームR、端部ビーム(壁向き) 図11-2　縦Uエンド、支柱エンド 

注  意 

ここに乗らないでください。 
ケガをするおそれがあります。 

注意シール 

注意シール 

注意シール 

φ42端部ビームR

11. 注意シールの貼付け 

①端部ビームセットに同梱している注意シー
ルを図のようにビームの端部に貼付けてく
ださい。 

●注意シールは安全に使用していただく
ために必要です。 

11-1 注意シールの貼付け 

11-2 施工上の注意 

●施工中、仮組み状態でビームを脱落させないでください。 
部品等が破損し、事故の原因になるおそれがあります。 

注意  

注 意  
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